
　

2
2
6
名
の

総
代
（
委
任
状

を
含
む
）
の
参

加
を
得
て
、
午

前
10
時
か
ら
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
日
高

明
義
理
事
長

が
、「
今
年
も
複

数
の
新
卒
研
修
医
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
初

期
研
修
を
終
え
ら
れ
た
先
生
の
診
療
活
動
と
、
専
門
研

修
に
向
け
将
来
の
生
協
病
院
で
の
活
動
を
夢
見
て
出
発

し
た
先
生
、
ま
た
奨
学
生
も
次
々
に
生
ま
れ
研
修
病
院

と
し
て
の
宮
崎
生
協
病
院
の
役
割
が
さ
ら
に
大
き
く
な

り
、
病
院
も
世
代
が
変
わ
っ
て
い
き
活
気
づ
い
て
き
ま

し
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

一
方
で
、「
政
府
の
諮
問
機
関
で
あ
る
財
政
制
度
等
審

議
で
は
『
社
会
保
障
費
の
削
減
は
遅
れ
が
あ
る
』
と
し

て
、
外
来
受
診
時
の
定
額
負
担
、
高
額
療
養
費
の
負
担

上
限
の
引
き
上
げ
、
後
期
高
齢
者
の
窓
口
負
担
増
な
ど

を
参
議
院
選
挙
後
に
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
社
会
が

多
様
化
・
複
雑
化
す
る

中
で
格
差
や
貧
困
の
問

題
は
共
通
認
識
と
な
っ

て
お
り
、
し
っ
か
り
と

し
た
医
療
と
介
護
、
福

祉
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
こ
と
。
こ
の
よ
う
な

状
況
を
医
療
生
協
は

正
視
し
、
命
と
健
康
、

環
境
問
題
は
譲
る
こ
と

の
で
き
な
い
絶
対
価
値

の
あ
る
問
題
と
し
て
考

え
て
い
ま
す
」
と
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。「
こ

ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
『
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
ら
れ

る
宮
崎
』
を
実
現
す
る
医
療
生
協
の
役
割
は
重
要
で
す
。

今
年
は
、
新
築
移
転
以
来
の
附
属
棟
建
設
と
病
院
の
改

築
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
病
院
に
求
め
ら
れ
る
機
能
は

何
か
を
再
度
見
つ
め
、
地
域
の
要
求
に
応
え
る
医
療
機

関
と
し
て
一
段
と
飛
躍
し
ま
す
。
我
々
職
員
を
は
じ
め
、

組
合
員
さ
ん
や
地
域
の
方
々
と
と
も
に
こ
の
理
念
を
実

現
し
ま
し
ょ
う
」
と
、
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

仁
田
脇
弘
文
専
務
理
事
が
、
２
０
１
８
年
度

の
ま
と
め
と
決
算
、
２
０
１
９
年
度
の
方
針
と
予

算
の
基
本
的
な
考
え
方
、
全
国
四
課
題
と
担
い

手
づ
く
り
、
経
営
の
課
題
や
平
和
と
社
会
保
障

を
守
る
取
り
組
み
な
ど
、
６
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
別
総

代
会
議
で
出
さ
れ
た
意
見
や
質
疑
を
踏
ま
え
て

議
案
の
説
明
を
し
ま
し
た
。

各
議
案
の
提
案
、
監
査
報
告
、
宮
崎
生
協
病

院
の
医
療
活
動
の
報
告
後
、
質
疑
応
答
を
行
い
、

第
１
号
議
案
か
ら
第
７
号
議
案
ま
で
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

☆
住
吉
支
部
組
合
員

理
事
の
福
田
須
満

子
さ
ん
が
、
組
合

員
増
や
し
の
特
徴

と
支
部
活
動
を
報

告
し
ま
し
た
。

☆
小
松
支
部
長
の
黒

木
愛
子
さ
ん
が
、

公
民
館
で
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
の
取
り

組
み
を
報
告
し
ま

し
た
。

☆
宮
崎
生
協
病
院
の

遠
藤
豊
院
長
が
２
０
１
８
年
度
の
宮
崎
生
協

病
院
の
医
療
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。

☆
佐
土
原
支
部
の
組
合
員
さ
ん
か
ら
「
医
療
生

協
は
健
康
づ
く
り
の
活
動
も
し
て
い
ま
す
が
、

活
動
の
一
環
と
し
て
フ
レ
イ
ル
予
防
を
も
っ
と

す
す
め
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
総
看
護
師
長
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
福
永
尚
子
と
申
し
ま
す
。
高
齢
社
会
、
貧

困
な
ど
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
中
で
困
難
な

状
況
が
年
々
増
大
し
て
い
ま
す
。
外
来
受
診
、

入
院
さ
れ
る
方
も
高
齢
者
が
多
く
、
高
齢
独

居
、
高
齢
夫
婦
２
人
暮
ら
し
、
認
知
症
な
ど

今
ま
で
何
と
か
暮
ら
し
て
い
た
け
ど
、
入
院
を
機
に
施
設
入
所
を
考

え
ざ
る
得
な
い
方
が
多
く
い
ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す
こ
の
よ
う
な
状

況
は
拡
大
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
地
域
で
の
暮
ら
し
を
支
え
る
医

療
活
動
が
必
要
と
さ
れ
る
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
協
病
院
附
属
棟
の
オ
ー
プ
ン
で
小
児
医
療
の
充
実
、
透

析
医
療
開
始
の
課
題
、
さ
ら
に
来
年
度
に
予
定
さ
れ
る
病
床
再
編
の

準
備
な
ど
重
要
な
課
題
が
山
積
で
す
が
、「
地
域
の
願
い
に
応
え
、
誰

も
が
安
心
し
て
か
か
れ
る
病
院
」
と
い
う
病
院
の
理
念
を
実
践
し
て

い
く
た
め
に
も
職
種
間
の
垣
根
を
越
え
、
全
職
員
が
連
携
し
て
よ
り

良
い
医
療
を
行
い
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

新
任
医
師
２
名
と
新
入
職
員
12
名
の
紹

介
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
８
月
７
〜
９
日
に

開
催
さ
れ
る
「
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
（
長

崎
大
会
）」
に
参
加
す
る
職
員
か
ら
募
金
の

訴
え
が
あ
り
、
会
場
か
ら
８
３
、
９
３
７
円

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
る
日
の
朝
、
ト
イ
レ
で

用
を
足
し
た
後
、
便
器
の

中
を
見
る
と「
な
ん
と
赤

い
！
」
過
去
何
度
か
経
験

が
あ
っ
た
の
で「
今
度
も
痔

の
出
血
か
な
」
と
思
っ
て
い

る
と
そ
れ
が
四
日
間
続
い

た
。「
さ
す
が
に
お
か
し

い
」
と
思
い
す
ぐ
に
ネ
ッ
ト

で
調
べ
て
み
る
と
、
症
状

は〝
大
腸
ガ
ン
〞と
同
じ
で

あ
っ
た
。
99
％
間
違
い
な

く〝
ガ
ン
〞だ
と
思
っ
た
が
、

す
ぐ
に
は
病
院
に
行
か
な

か
っ
た
。
週
末
に
家
族
で
一

泊
二
日
の
旅
行
を
予
定
し

て
い
た
か
ら
だ
▼
血
便
の

こ
と
は
家
族
に
は
内
緒
で

出
か
け
、
楽
し
く（
？
）
過

ご
し
て
帰
宅
。
翌
日
す
ぐ

に
病
院
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、

一
週
間
後
に
大
腸
の
検
査

と
な
っ
た
。
当
日
、
家
で

検
査
用
の
下
剤
を
二
時
間

か
け
て
飲
み
、
大
腸
内
が

き
れ
い
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で

病
院
に
行
き
、
内
視
鏡
検

査
と
な
っ
た
▼
結
果
は
幸

い〝
ガ
ン
〞で
は
な
か
っ
た
、

「
痔
か
ら
の
出
血
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
」
と
の
こ
と
。
よ

か
っ
た
〜
！
一
安
心
ど
こ
ろ

で
は
な
い
、
大
安
心
で
あ
る
。

〝
ガ
ン
〞に
な
れ
ば
入
院
、

手
術
、
術
後
治
療
、
最
悪

は
死
、
こ
の
世
と
の
別
れ
。

そ
れ
を
考
え
れ
ば
、
い
か

に
日
頃
の
健
康
管
理
が
大

事
か
。
早
め
の
検
査
、
受

診
が
大
切
か
を
考
え
さ
せ

ら
れ
る
出
来
事
で
あ
っ
た

▼
皆
さ
ん
に
も
大
腸
ガ
ン

検
査
は
、
是
非
と
も
早
く

受
け
る
様
、
お
勧
め
し
た
い
。

（
Ｈ
・
Ｏ
）

体
温
計

訪問看護ステーション
訪問看護ステーション

居宅介護支援事業所
居宅介護支援事業所
居宅介護支援事業所
生協ホームヘルプサービス

☎(0985)24-6877

☎(0985)23-0050
☎(0985)58-1222
☎(0985)52-6715
☎(0982)26-7100
☎(0985)23-7728
☎(0982)31-1442
☎(0985)24-8538
☎(0985)24-6545
☎(0982)31-1453
☎(0982)26-2536
☎(0985)23-7168

宮崎医療生活協同組合

「おげんきですか」へのご意見・ご感想をおよせください。 Eメール：mcoop1030@ray.ocn.ne.jp
クイズの答えはEメールでも
受け付けております→

FAXFAX　29-483929-4839

FAXFAX　23-030323-0303
FAXFAX　58-311058-3110
FAXFAX　51-900451-9004
FAXFAX　26-710126-7101
FAXFAX　24-051524-0515
FAXFAX　31-145231-1452
FAXFAX　24-051524-0515
FAX　29-4839
FAX　31-1452
FAX　31-1452
FAX　26-1944

FAX　29-4839

FAX　23-0303
FAX　58-3110
FAX　51-9004
FAX　26-7101
FAX　24-0515
FAX　31-1452
FAX　24-0515
FAX　29-4839
FAX　31-1452
FAX　31-1452
FAX　26-1944

駐車場のご案内 生協病院北側（正面玄関側）駐車場は、附属棟建設工事のためご利用になれません。
患者・組合員様は西側駐車場をご利用頂きますようご協力をお願い申し上げます。

（
応
募
数
40
通
）

（
正
解　

39
通
）

　

熱
中
症
と
は
、
暑
さ
が
体
に
も
た
ら
す
障
害
を
ま
と

め
て
よ
ん
だ
も
の
で
す
。
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
、
体
温
調
節
が
う
ま
く
働
か
な
く
な
り
、
体
に
熱

が
こ
も
っ
て
熱
に
中
る
と
い
う
意
味
な
の
で
す
。
問
1

〜
5
の
設
問
を
Ａ
Ｂ
Ｃ
で
答
え
て
下
さ
い
。

問
1　

7
・
8
月
発
生
数
は
、1
年
の
う
ち
何
割
を
占
め
る
？

　
　
　
（
Ａ
）5
割　
（
Ｂ
）7
割　
（
Ｃ
）9
割

問
2　

平
成
29
年
7
月
の
都
道
府
県
別
人
口
10
万
人
当
た
り
の

熱
中
症
で
の
救
急
搬
送
人
員
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
？

　
　
　
（
Ａ
）沖
縄　
（
Ｂ
）鹿
児
島　
（
Ｃ
）宮
崎

問
3　

平
成
29
年
度
7
月
の
熱
中
症
の
発
生
場
所
で
一
番
多

か
っ
た
の
は
？

　
　
　
（
Ａ
）屋
外　
（
Ｂ
）住
居（
居
室
）　
（
Ｃ
）仕
事
場

問
4　

次
の
う
ち
熱
中
症
を
疑
う
症
状
は
？

　
　
　
（
Ａ
）空
咳　
（
Ｂ
）鼻
詰
ま
り　
（
Ｃ
）め
ま
い

問
5　

熱
中
症
に
な
っ
た
場
合
、ど
こ
を
集
中
的
に
冷
や
す

の
が
効
果
的
？

　
　
　
（
Ａ
）顔
の
額　
（
Ｂ
）脇
の
下
、首
、脚
の
つ
け
根　
　

（
Ｃ
）目
頭

＊
熱
中
症
情
報（
総
務
省
消
防
庁
）熱
中
症
予
防
情
報
サ
イ
ト（
環
境
省
）

平
成
25
〜
29
年
の
デ
ー
タ
よ
り 〒

8
8
0
ー

0
8
2
4

宮
崎
市
大
島
町
天
神
前
一
一
七
五
ー

三

　

宮
崎
医
療
生
活
協
同
組
合

「
生
協
ク
イ
ズ
」
係
宛

※
名
前
の
書
き
忘
れ
が
な
い
よ
う
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
は
が
き
に
、
答

え
、住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、

下
記
の
宛
先
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。ま
た
、Ｅ

メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。「
お
げ
ん

き
で
す
か
」を
読
ん
で
の

ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
も

お
書
き
く
だ
さ
い
。正
解

者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

を
差
し
上
げ
ま
す
。〆
切

は
８
月
31
日
で
、当
選
者

は
10
月
号
の
紙
面
で
発

表
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

【
送
り
先
】

【
７
月
号
の
答
え
】 

【
６
月
号
当
選
者
】

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ
（No.183)（No.183)

（
出
題　

編
集
委
員
会
）

（
イ
）
②　

（
ロ
）
①

柳
田
由
美
子
さ
ん
（
延
岡
市
）

和
田　
　

学
さ
ん
（
宮
崎
市
）

眞
方　

晴
生
さ
ん
（
宮
崎
市
）

岡
崎
真
理
子
さ
ん
（
宮
崎
市
）

大
久
保
友
香
さ
ん
（
宮
崎
市
）

居 介護支援事業所
生協ホ ムヘルプサ ビス

( )
☎(0982)26 2536

卒をけ生の院とで来引院・差通、療要。
をし

、題な問ま
り

代』、
計
画再て

員
さし

FAX 431 1452

数
の
新

期
研
修

修
に
向

し
た
先

と
し
て

り
、
病

し
た
」

一
方
で

議
で
は

て
、
外
来

上
限
の
引

を
参
議

多
様
化

中
で
格

題
は
共

て
お
り

し
た
医

祉
が
必

る
こ
と

状
況
を

正
視
し

環
境
問

の
で
き
な

の
あ
る
問

え
て
い
ま

が
あ
り

ん
な
時

る
宮
崎

今
年
は

築
を
計

何
か
を

関
と
し

組
合
員

現
し
ま

生協ホームヘルプサービス ☎(0982)26-2536
☎(0985)23-7168

FAXAX 1-31-14525
FAX 4426-1944

附
属
棟
の
上
棟
式

宮
崎
中
央
ブ
ロ
ッ
ク

　

１
月
９
日
の
附
属
棟

建
設
の
地
鎮
祭
を
経
て
、

建
物
の
柱
や
梁
が
組
み

上
が
っ
た
6
月
26
日
、

上
棟
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
組
合
員
や
地
域
の

み
な
さ
ん
約
２
０
０
名

が
集
ま
り
ま
し
た
。「
せ

ん
ぐ
」
の
か
け
声
に
合

わ
せ
て
餅
を
ま
き
、
今

後
の
工
事
の
安
全
を
祈

願
し
ま
し
た
。

第
30
回
総
代
会
を
６
月
30
日
、 

Ｊ
Ａ
ア
ズ
ム
大
ホ
ー
ル
で
開
催

ッ
ク
ッッッ
クククククク
ッッッッ
ク
ッ
ク
ッ
クククククク
ッッ
クク
ッッッ
クク
ッ

中
央
ブ
ロ
ッ

崎
中中中中中中中
央央央
ブブブ
ロロロロロロ
ッッッ

中
崎
中中
崎
中中
崎
中中中中
央央央央央央
ブブブブブブ
ロロロロ
ッ
ロ
ッ
ロ
ッ

ブ
央
ブ

中
崎

ロ
ブブ
央
中
崎

ロ

崎

ロロ

央
ブ

中

ブ
ロロ

崎
宮
崎
宮宮宮宮宮宮
崎崎崎崎崎崎
宮宮宮宮宮宮宮
崎
宮
崎
宮
崎崎崎崎崎崎崎
宮宮宮
崎
宮
崎
宮
崎
宮地
域
の
要
求
に
応
え
る

　
　
　

医
療
機
関
と
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宮崎医療生活協同組合
理事長　日高明義
宮崎医療生活協同組合
理事長　日高明義

180名の総代が参加180名の総代が参加

１号議案から７号議案まで全会一致で可決１号議案から７号議案まで全会一致で可決

熱
中
症
を
知
っ
て
、
今
年
の
夏
も
元
気
に
！

あ
た

循環器内科（遠藤･高田･中島）、消化器内科（古谷）、呼吸器内科（高橋聡･永友）、糖尿病内科（植野）、内科･リハビリ（浜田･高橋麻里子）、内科（柳田）
外科・肛門外科（山岡･葉山･末岡）、小児科（山元･上野･愛甲･久保）、後期研修医（堀・加藤）、初期研修医（當瀬・日高・林・井上・有田）

月

火

水

木

金

土

内　　　　　　　　　科
午　　　前

一　般
1診 2診 3診

一　般
1診 2診 3診4診 5診

予　約　制 予　約　制

受付　8：00～11：00
診療　8：30～12：00

受付
17：00～
　  19：30
診療
17：30～
　  20：00

受付
8：00～11：45

診療
8：30～12：30

受付
8：00
　～11：45
診療
8：30
　～12：30

特診

アレルギー
（要予約）

特診

脳波
神経

（要予約）
（要予約）

受付
16：30～
　　19:00
診療
17：00～
　　19：30

14：00
～

17：00

13：30
～

16：30
（要予約）

13：45
～

16：15

受　付
13：30～16：30
診　療

14：00～17：00
交替制

第1･3･5週
山岡又は葉山

第2･4週
末　岡

午　前 午　前 午　　後

乳児健診外　来 予防接種

夜　間
午　　後 夜　間

外　科 小　　　児　　　科

交替制

遠　藤

交替制

遠　藤

遠　藤

交替制

古　谷

植　野

古　谷

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

遠　藤

高　田

遠　藤

高　田

中島徹

1週：高田
2週：高橋聡
3週：植野
4週：永友

1診:山元
2診:愛甲

1診:久保
2診:山元

1診:山元
2診:久保

1診:愛甲
2診:久保

1診:上野
2診:愛甲 山元

予約のみ17:00～18:00
遠　藤

夜間一般17:30～20:00
交替制

予約のみ18:00～19:00
高　田 休　　　診

休　診

宮崎市大島町天神前1171
☎0985（24）6877

交替制

上　野交替制

交替制

山　岡

葉　山

山　岡

久　保

愛甲　
／
　山元

上　野

山　元

久　保

交替制

上　野 愛甲

愛甲

交替制

愛甲又は
山元

交替制交替制

交替制 久　保

久　保

上　野

愛　甲

交替制

山　元葉　山

交替制

第1・3・5週は休診
第2・4週14：00～15：00
交替制

15：00～17：00
小　牧

13：30～17：00

高橋聡

ペースメーカー外来
遠　藤

交替制

交替制

休　診 休　診 休　診 休　診

◎
病
院
及
び
医
師
の
都
合
上
、
右
表
の
と
お
り
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●診療科は内科。●火曜、水曜、金曜の13：30～15：00までは訪問診療。

入居者を募集しています。入居希望の方は、各介護施設または介護事業部（0985）23-7168
（大田原良治）までご連絡ください。

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-55-0025

小規模多機能ホーム

宮崎市大島町国草142-2
ＴＥＬ 0985-75-0700

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

宮崎市祇園3丁目195番地
ＴＥＬ 0985-61-7720

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-52-2225

グループホーム

グループホーム にじの樹　　　
　　　　TEL 0985-35-6022
デイサービス和知川原　　　
　　　　TEL 0985-32-3414

れいんぼう会館
宮崎市和知川原２丁目25-1

◎介護保険の申請や相談については上記の居宅介護支援事業所に
　お問い合わせください。

延岡市浜砂1丁目5番6号宮崎市和知川原2丁目25-1

☎0985（24）8538

☎0985（23）7728

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

☎0982（31）1453

☎0982（31）1442

☎0982（26）2536

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

・ホームヘルプサービス

●土曜日夜間の内科・
　小児科外来は休診です。

受付　13：30～16：00
診療　14：00～17：00

8：30～10:00

第1・3・5
（高橋聡）
第2・4
（永友）

8：30～10:00
堀

11：00～12:00
高橋麻里子

14：00～15:00
交替制

15：00～17:00
小　澤

13：30～17:00

高橋聡
14：00～15:00

高橋麻里子

13：30～17:00

永　友
15：00～17:00

加　藤

月

火

水

木

金

土

午　前 午　後 夜　間診
療
時
間

植　野

植　野

植　野

植　野

訪問診療

 8：30～12：30
（受付12：00）まで

 17：00～19：00
（受付18：45）まで

宮崎市和知川原2丁目25-1　 ☎0985（23）0050

生協病院からの支援

植　野
第3土曜休診

植　野

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

三　宅

三　宅

三　宅

三　宅

三　宅
三　宅

午　前
8：30～12：30
（受付11：30）まで

第1土曜休診

宮崎市大塚町大迫南平4401　☎0985（52）6715
午　後

16：00～18：00
（受付17：30）まで

三　宅

休診（訪問診療）
三　宅

17：00～19：00
（受付18：30）まで

三　宅

休診（訪問診療）

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

末　岡

末　岡

末　岡

休　診

末　岡

休　診

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

午　前 午　後
15：00～
17：30まで

月曜日
　～土曜日
9：30～16：00

通所介護
デイサービス

9：00～12：30
（受付12：00）まで

延岡市浜砂1丁目5-17　☎0982（26）7100

生協病院からの支援
14：00～17：00

第1・3
柳　田

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

休診（訪問診療）

午　前 午　後
15：00～
18：00まで

第1週のみ
15：00～18：00
第2･3･4･5週は
16：30～19：00

月曜日
　～土曜日
9：00～15：30

通所介護
デイサービス

8：45～12：30
（受付12：00）まで

宮崎市大字熊野1613　☎0985（58）1222

中　村

中　村

中　村
中　村

（7/27～8/31は休診）

健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。 健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。



吉
原
幸
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
吉
原
さ
ん

は
、
大
宮
支
部
か
ら
北
二
支
部
が
分
離
独
立
し

た
時
か
ら
支
部
長
、
運
営
委
員
と
し
て
20
数
年

頑
張
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
80
代
の
後
期
高
齢

者
で
す
が
、
二
年
前
ま
で
は
50
㏄
の
カ
ブ
に
乗
っ

て
「
お
げ
ん
き
で
す
か
」
を
十
ケ
所
ぐ
ら
い
の

担
い
手
さ
ん
宅
へ
配
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
今
は
足
腰
が
弱
ま
っ
た
の
で

副
支
部
長
の
福
島
純
一
さ
ん
の
協
力
を
頂
い
て
配
達
し
て
い
ま
す
。

い
つ
も
「
よ
い
し
ょ
…
」「
ど
っ
こ
い
し
ょ
…
」
と
自
分
に
発
破
を
か
け

な
が
ら
の
毎
日
で
す
。
ま
た
吉
原
さ
ん
は
折
り
紙
や
裁
縫
が
得
意
で
、

爪
楊
枝
入
れ
の
袋
、
巾
着
袋
の
小
物
入
れ
、
お
げ
ん
き
で
す
か
サ
イ
ズ
に

合
わ
せ
た
手
提
げ
袋
な
ど
、
彼
女
な
り
の
創
意
工
夫
で
の
作
品
を
頂
い

た
方
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
作
品
が
残
る
と
支
部
総
会
や
バ

ス
ハ
イ
ク
の
お
土
産
や
、
健
康
ま
つ
り
の
物
品
販
売
の
一
つ
に
な
る
な
ど
、

支
部
財
政
活
動
に
も
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

携
帯
電
話
を
愛
用
さ
れ
た
の
も
歴
代
運
営
委
員
の
中
で
最
初
で
、
健

康
チ
ェ
ッ
ク
で
の
体
重
・
体
脂
肪
率
測
定
器
の
取
り
扱
い
な
ど
、
機
器

の
操
作
も
早
く
、
運
営
委
員
一
同
頼
り
に
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
「
若

い
者
」
も
そ
れ
な
り
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
運
営
委
員　

田
原
良
子
）

《
お
問
い
合
わ
せ
》
組
織
部 

０
９
８
５
・
３
１
・
９
０
５
５

〜
配
布
協
力
員
紹
介
〜

紙おむつの件、どうして前の病院使用分の残りは、使用することがで
きないのでしょうか？前病院では大丈夫でしたけど。

７月度宮崎生協病院利用委員会７月度宮崎生協病院利用委員会虹の声虹の声虹の声

み ん な の 声
◎動脈硬化の記事を読んで改めて病気の怖さを学びました。運動不足や生
活習慣の改善に頑張ります。　　　　　　   　　（宮崎市Ｍさん男性）

2
0
1
9
年
7
月
度 

理
事
会
の
報
告
（
6
月
30
日
開
催
）

＜報告・承認事項＞

①6月度の組合員増やしは93名（目標121名）、出資金増資は514万円（目標698万
円）、班づくり3班、班会開催84回でした。

②平和と社会保障を守る取り組みでは、「沖縄慰霊の日」、「辺野古新基地工事加速」、
「特定健診受診率低迷」、「宮崎県の厳しい国保財政」、「宮崎市2020年4月に予定
の中学生までの医療費無料化―小中学生の入院、調剤利用無料化、通院は1医療
機関あたり200円の自己負担」の報告がありました。

　平和行進への「宮崎医療生協」の参加組織とのぼり旗について意見が、「国の責任で
医療と介護の充実を求める集会」の報告がありました。また7/12開催の「7周年記念
さよなら原発宮崎ネットの原発Walk」の案内もありました。
③5月の法人の経常利益は9万円（予算差＋7万円）、累計の経常利益＋947万円（予
算差＋1,637万円）の到達でした。

＜審議・決定事項＞

①6月度医療安全管理委員会について
②6月度宮崎生協病院利用委員会について
③6月度県連介護事業所責任者会議について
④6月度経営協議会について
⑤第29期第24,25回常勤理事会について

⑥宮崎民医連第11期第1回理事会について
⑦県社保協第3回幹事会について
⑧人事について
⑨不明組合員の調査状況について
以上の報告を承認しました。

■新規加入者  ９３名（6/1～6/30）
■出 資 金  ５億９,１１７ 万円
■班　　　数  ２９９班

今、宮崎医療生協は 2019年6月末現在

■総組合員数  ４９,８５７ 名
■平均出資金  １１,８５７ 円
■               ２０,３９１ 部おげんきですか
手配り配布数

　

み
な
さ
ん
、
こ

ん
に
ち
は
。宮
崎

生
協
病
院
内
科

医
の
古
谷
孝
と

い
い
ま
す
。

　

２
０
１
１
年

10
月
か
ら
宮
崎

生
協
病
院
に
勤
務
し
て
お
り
、
消
化
器
内

科
を
担
当
し
て
い
ま
す
。延
岡
市
島
野
浦

の
出
身
で
す
。

現
在
、
新
棟
建
設
工
事
で
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。新
棟
が
完
成
し

て
小
児
科
外
来
が
移
動
し
た
後
、
旧
小
児

科
外
来
を
内
視
鏡
室
に
改
修
予
定
で
す
。

部
屋
も
広
く
な
り
、
鎮
静
剤
使
用
後
の
リ

カ
バ
リ
ー
ル
ー
ム
も
出
来
ま
す
の
で
、
内

視
鏡
検
査
時
の
負
担
や
不
安
が
軽
減
さ
れ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
、

日
々
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

『
宮
崎
生
協
病
院
医
師
紹
介
』

　
　

今
月
は
古
谷
孝
医
師
で
す

『
宮
崎
生
協
病
院
医
師
紹
介
』

　
　

今
月
は
古
谷
孝
医
師
で
す

『
宮
崎
生
協
病
院
医
師
紹
介
』

　
　

今
月
は
古
谷
孝
医
師
で
す

当院では、取引業者との契約の関係上、オムツの廃棄までが含まれています。取
引業者以外のオムツは引き取って頂けない内容となっております。お持込の紙お
むつを使用できないのではありませんが、その際の紙おむつ廃棄は、ご自身又は
ご家族でお願いすることとなります。入院時やオムツ使用にあたりご説明の機会
を頂いております。ご不便をおかけしますが、ご理解とご了承をお願いします。

　「ジェネリック医薬品」とは、新薬が販売され一定期間を経過した
後に販売される医薬品のことです。有効成分は新薬と同じです。また、
有効性・安全性も新薬と同等です。厚生労働省の承認を得て販売され
ているため、安心して服用してください。

宮崎生協病院薬剤師　大田原哲哉宮崎生協病院薬剤師　大田原哲哉

　ワーカーズコープは、地域に必要と
される仕事をおこし、まちづくりに向
かう協同組合です。この映画は、震災後
の東北で、持続可能な共に生きる社会
づくりを目指し、ワーカーズコープと共
に、市民一人ひとりが「自分にできるこ
と」に取り組む姿が描かれています。
9/21～ 10/4、宮崎キネマ館。前売り
鑑賞券1,000円販売中！
＜お問い合わせ：ワーカーズコープ
宮崎支部 吉村 0985-89-4004）＞

私
た
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私
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の
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果

私
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果

私
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果

私
た
ち
の
運
動
の
成
果

私
た
ち
の
運
動
の
成
果

私
た
ち
の
運
動
の
成
果

私
た
ち
の
運
動
の
成
果
！果果
果果果果果果果
！！！！！！！

東大宮支部は、2002年から病院地元の支部
として3,390名の組合員さんと一緒に活動、介
護施設や病院のボランティアに参加していま
す。結成以来、コープみやざき柳丸店での健康
チェックは20数年経ち、毎月第3金曜日の午
後、約30名の方が受けて、おしゃべりなどをし
てコミュニケーションの場にもなっています。
7月には七夕をつくり在宅療養患者さん宅や介護施設に届けています。

介護施設へのボランティアでは、夏祭りやお誕生会、花見などの行事に参加
して、歌ったり踊ったりしています。子育てすくすく教室の子守りボランティ
アでは、赤ちゃんから元気をもらっています。病院地元として、この地区に住
んで良かったと思われる地域にしたいと思います。　 （支部長 岩崎美代）

支部活動紹介（東大宮支部）支部活動紹介（東大宮支部）

7
月
9
〜
10
日
、
九
州
沖
縄
の
9
医
療

生
協
か
ら
組
合
員
さ
ん
が
参
加
し
て
、
交

流
研
修
会
が
、
城
山
ホ
テ
ル
鹿
児
島
を
会

場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
研
修
会
は
、

九
州
沖
縄
の
医
療
生
協
が
毎
年
持
ち
回

り
で
開
催
し
て
い
ま
す
。　

各
単
協
の

活
動
写
真
を

使
用
し
た
ス

ラ
イ
ド
上
映

で
は
じ
ま
っ

た
全
体
会
で

は
、海
江
田
ま

ゆ
み
現
地
実

行
委
員
長
が

「
九
州
沖
縄
か

ら
5
6
5
名

を
超
え
る
組

合
員
が
集
ま

り
ま
し
た
。各

単
協
の
活
動
を
学
び
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得

て
、
人
と
人
と
の
絆
を
感
じ
取
れ
る
交
流

研
修
会
に
な
っ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。秋
の
医
療
生
協
強
化
月
間
に
向
け

て
、
実
り
あ
る
交
流
研
修
会
に
し
ま
し
ょ

う
」と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

日
本
医
療
福
祉
生
活
協
同
組
合
連
合

会
の
比
嘉
務
理
事
が「〝
協
同
の
力
で
、
い

の
ち
輝
く
社
会
を
つ
く
る
〞が
医
療
福
祉

生
協
の
テ
ー
マ
で
す
。〜
で
か
け
る
、
つ

な
が
る
、
安
心
を
結
ぶ
〜
を
サ
ブ
テ
ー
マ

と
し
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
」
と
、

2
0
1
9
年
度
秋
の
生
協
強
化
月
間
方

針
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。記
念
講
演

　

冒
頭
、
日
本
の
税
金
の
使
い
道
、
世

界
と
比
べ
日
本
の
医
師
の
少
な
さ
、都

道
府
県
別
に
み
た
医
師
不
足
、研
修
医

の
過
労
問
題
、日
本
と
世
界
の
医
療
費

負
担
の
ち
が
い
な
ど
の
話
し
が
あ
り
、

あ
ま
り
国
民
に
知
ら
さ
れ
て
な
い
の

が
問
題
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

続
く〝
社
会
保
障
崩
壊
の
ル
ー
ツ
明

治
維
新
〞で
は「
維
新
は
、薩
長
土
肥
の
四
藩
中
心
に
行
わ
れ
た
結

果
、そ
の
勝
組
と
言
え
る
の
は
薩
摩
、長
州
藩
だ
。明
治
時
代
の
歴

代
総
理
大
臣
を
見
れ
ば
、
初
代
が
長
州
藩
の
伊
藤
博
文
、
2
代
目

が
薩
摩
藩
の
黒
田
清
隆
、
3
代
目
が
長
州
藩
の
山
縣
有
朋
と
、
14

代
の
内
12
代
を
長
州
藩
と
薩
摩
藩
で
占
め
て
い
る
。今
の
総
理
大

臣
も
長
州
藩
出
身
で
政
治
を
動
か
し
て
い
る
。1
5
0
年
経
っ
て

も
本
質
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

経
済
人
と
政
治
家
と
の
関
係
は
昔
か
ら
続
い
て
お
り
、
勝
者
が

書
い
た
歴
史
の
中
で
は
書
か
れ
て
な
い
。原
発
事
故
や
特
定
秘
密

保
護
法
、
軍
事
問
題
な
ど
現
在
で
も
経
済
人
と
政
治
家
は
関
係
を

築
い
て
い
る
。富
豪
が
政
治
を
動
か
す
の
な
ら
、
我
々
庶
民
は
選

挙
で
問
題
を
訴
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。憲
法
9
条
問
題
に
し
て

も
、
感
心
と
興
味
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
。時
代
を
変
え
る
の
は
国
民
で
す
。1
5
0
年
続
く
長
州
薩
摩

維
新
を
一
刻
も
早
く
終
わ
ら
せ
ま
し
ょ
う
」
と
、
駄
洒
落
を
交
え

な
が
ら
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

2
0
2
0
年
は
広
島
・
長
崎
の
被
爆
か
ら
75
年
を
迎
え
ま
す
。

国
連
は
2
年
前
の
2
0
1
7
年
7
月
、
核
兵
器
を
全
面
的
に
禁
止

す
る「
核
兵
器
禁
止
条
約
」を
採
択
し
、い
ま
多
く
の
国
が
市
民
運
動

と
協
力
し
、
条
約
発
効
へ
と
動
い
て
い
ま
す
。「
戦
争
で
な
く
平
和

を
！
核
兵
器
の
廃
絶
を
！
」
と
の
た
ゆ
み
な
い
運
動
と
世
論
の
力

が
、歴
史
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

　

1
9
5
8
年
来
、
日
本
国
民
の
声
を
一
つ
に
結
び
、
原
水
爆
禁
止

世
界
大
会
に
届
け
て
き
た
国
民
平
和
大
行
進
が
、
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。2
0
2
0
年
・
被
爆
75
年
に
向
け
て
「
核
兵
器

全
面
禁
止
・
廃
絶
を
！
」
の
声
を
全
国
す
べ

て
の
市
町
村
に
広
げ
、
広
島
・
長
崎
へ
、
そ
し

て
世
界
に
届
く
こ
と
を
願
い
、
今
年
も
6
月

23
日
か
ら
7
月
2
日
、
大
分
県
に
引
き
継
ぐ

ま
で
県
内
を
縦
断
し
ま
し
た
。6
月
29
日
の

宮
崎
市
行
進
に
は
、
宮
崎
医
療
生
協
を
は
じ

め
各
団
体
か
ら
約
2
0
0
名
が
参
加
し
ま

し
た
。8
月
7
日
か
ら
9
日
、
長
崎
県
で
開

催
さ
れ
る
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
組
合

員
さ
ん
と
職
員
が
参
加
し
ま
す
。 （
組
織
部
）

　
『
国
の
責
任
で
医
療
と
介
護
の
充
実
を
求
め
る
集
会
』
が
6
月

22
日
、宮
崎
市
山
形
屋
前
で
開
催
さ
れ
、宮
崎
医
療
生
協
を
は
じ

め
、
新
日
本
婦
人
の
会
、
生
活
と
健
康
を
守
る
会
な
ど
の
各
団
体

か
ら
55
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

新
婦
人
の
平
野
千
恵
子
会
長
が「
宮
崎
市
で
は
、
来
年
4
月
か

ら
小
中
学
生
ま
で
1
医
療
機
関
の
外
来
医
療
費
が
2
0
0
円
、

入
院
医
療
費
お
よ
び
調
剤
薬
局
費
は
無
料
と
な
り
ま
し
た
。私

た
ち
が
議
会
へ
の
働
き
か
け
の
運
動
の
成
果
で
す
。引
き
続
き
、

ど
こ
で
も
医
療
や
介
護
が
受
け
ら
れ
、安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
社
会
、
そ
し
て
人
間
ら
し
く
生
き
る
社
会
保
障
制

度
を
実
現
す
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
団
体
と
共
同
し

な
が
ら
運
動
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

（
宮
崎
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
事
務
局
長 

高
柳
健
）
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ど
こ
迄
か

ど
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降
り
止
ま
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照
る
照
る
坊
主

降
り
止
ま
ず　

照
る
照
る
坊
主

う
な
垂
れ
る

う
な
垂
れ
る

ワ カ ズコ プは 地域に必要と

Ｗｏｒｋｅｒｓ　被災地に起つＷｏｒｋｅｒｓ　被災地に起つ

〈
川
柳
〉
　

甲
斐
碌
詩（
宮
崎
市
下
北
方
町
）

児
玉
か
わ
せ
み（
宮
崎
市
東
大
宮
）

服
部
び
ん
鳥（
宮
崎
市
矢
の
崎
）

黒
木
余
生
坊（
宮
崎
市
南
花
ヶ
島
町
）

九
州
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
組
合
員
交
流
研
修　

鹿
児
島

九
州
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
組
合
員
交
流
研
修　

鹿
児
島

九
州
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
組
合
員
交
流
研
修　

鹿
児
島

（
別
項
）と
四
医

療
生
協
か
ら
の

報
告
も
あ
り
ま

し
た
。

北
薩
太
鼓
の

演
奏
で
は
じ

ま
っ
た
夕
食
交

流
会
で
は
、
各

医
療
生
協
が
出

し
物
を
行
い
、

宮
崎
医
療
生
協

は
〝
い
も
が
ら

ぼ
く
と
〞
を
踊

り
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

2
日
目
は
、
大
・
中
・
小
の
14
分
科
会

に
組
合
員
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
参
加
。医
療

生
協
の
取
り
組
み
や
支
部
活
動
の
悩
み

を
出
し
合
い
、交
流
を
深
め
ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
、
鹿
児
島
医
療
生
協
の
松

浦
真
由
美
理
事
が
「
記
念
講
演
を
聞
い

て
、
平
和
と
命
、
暮
ら
し
を
守
る
取
り
組

み
で
は
、
医
療
生
協
の
役
割
り
に
確
信
を

持
ち
ま
し
た
。研
修
会
で
の
実
践
を
地
域

に
持
ち
帰
り
、
活
か
し
て
繋
が
り
を
深
め

て
下
さ
い
。2
0
1
9
年
度
医
療
生
協
強

化
月
間
で
は
、
前
進
と
目
標
達
成
に
向
け

て
支
部
活
動
の
魅
力
を
広
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。〝
組
合
員
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
〞

の
声
を
集
め
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ

し
、
最
後
に
奄
美
医
療
生
協
の
組
合
員
さ

ん
が
壇
上
か
ら
「
世
界
自
然
遺
産
の
シ

マ
！
い
も
ー
れ　

あ
ま
み
へ
！
」
と
、
次

回
開
催
ア
ピ
ー
ル
を
熱
く
呼
び
か
け
、
参

加
者
が
拍
手
で
こ
た
え
ま
し
た
。

　

宮
崎
か
ら
初
め
て
参

加
さ
れ
た
藤
﨑
路
子
さ

ん
は
「
み
な
さ
ん
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
す
ご
さ
に

感
動
し
ま
し
た
」、分
科

会
に
参
加
し
た
若
松
芙

美
代
さ
ん
は
「
み
な
さ

ん
の
声
を
聞
い
て
、
支

部
活
動
に
反
映
し
た

い
。参
加
し
て
良
か
っ

た
」
な
ど
み
な
さ
ん
か

ら
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

大きなホールで全体会大きなホールで全体会

分科会（健康づくり委員会）分科会（健康づくり委員会）

宮崎市の平和行進宮崎市の平和行進

ユーモラスに講演をする
本田宏医師

ユーモラスに講演をする
本田宏医師

運動の成果を街頭で呼びかけました運動の成果を街頭で呼びかけました

薩摩太鼓の演奏ではじまった交流会薩摩太鼓の演奏ではじまった交流会

宮崎医療生協から63名が参加宮崎医療生協から63名が参加

in

『
わ
た
し
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
』

非
核
・
平
和
の
日
本

核
兵
器
の
な
い
世
界
の
た
め
に
歩
こ
う

講
師
：
本
田 

宏 

氏（
医
師
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
医
療
制
度
研
究
会
副
理
事
長
）

～薬を安全に服用するために～～薬を安全に服用するために～～薬を安全に服用するために～～薬を安全に服用するために～～薬を安全に服用するために～薬の豆知識薬の豆知識薬の豆知識

　みなさんは、お薬を現在何種類服用してい
ますか？「ポリファーマシー」は聞きなれな
い言葉かもしれませんが、「お薬の多剤併用」
を示す言葉です。皆さんが服用しているお薬
は、とても大切なものばかりです。ただ、もし
かしたら「以前の症状に対して処方された薬
をそのまま服用している」、「同じようなお薬

＜その２＞　  ポリファーマシー

＜その３＞　  お薬手帳の携帯

＜その４＞　  処方薬の譲り渡しは厳禁！

＜その１＞　  ジェネリック医薬品

　お薬手帳を持っていますか？お薬手帳は、現在みなさんが服用して
いる薬の情報を提供する大切な道具です。医療機関を受診する際、

　処方箋により受け取ったお薬は、みなさん自身のお薬です。ご家族や
みなさんの周りの方に「自分と似た症状だから」ということで、安易にお

七夕をもらって喜ぶ患者さん七夕をもらって喜ぶ患者さん
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おすすめ映画おすすめ映画おすすめ映画

　新薬と違い、販売前の研究開発費用などのコストが
かからないため、薬価が安いのが特徴です。現在服用し
ている薬にジェネリック医薬品がないか、医療機関・調
剤薬局で相談してみましょう。

がいくつも処方されている」というようなことがあるかもしれません。
薬の多剤併用により、飲み忘れや薬の思わぬ副作用などが起こること
があります。服用しているお薬が「現在の症状に合っているものか」、
「本当に必要な薬なのか」を振り返ることが大切です。服用している薬
について、主治医に相談してみましょう。
※薬を中止する際は、決して自己判断はしないでくだ
　さい。（必ず主治医に相談しましょう）

調剤薬局に処方箋を持っていく際は、必ずお薬手帳を
持っていきましょう。

薬を譲り渡ししてはいけません。薬に対するアレルギーや副作用は個人差
があるため、譲り渡しは危険な行為です。決してしないようにしましょう。

こ
た
に
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組合員の転居及び氏名変更、お亡くなりになられた場合は宮崎医療生協（電話０９８５－２３ー７１６８）までご連絡ください。

健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。 健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。
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